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糸島市文化芸術振興計画に関する基礎調査 

 

＜研究内容＞本研究では、糸島市文化芸術振興計画策定に向けて、糸島市における文化芸術

活動の現状と課題を幅広く把握するため、市民や文化関係者等を対象としたアンケート調査や、

行政が把握していない文化芸術活動の網羅的な把握に向けた市民参加型ワークショップやヒアリ

ングを行うことにより、今後の糸島市における文化行政の方向性を示すことを目指す。具体的には、

市民や学生、文化関係団体など幅広い対象にアンケート調査などを行うことにより、文化芸術活動

の現状、その理由、必要だと思うことなどの市民の意識や要望を把握する。その結果の現状分析

を行い、調査対象毎の課題、意見、重要性などをとりまとめ、糸島市に求められる文化振興の役割

や取り組み、支援、課題の解決などのための研究を行い文化振興計画策定に役立てる。 
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市民アンケートの結果（概要） 

l この 1 年間に文化芸術活動を鑑賞した市民は 82.2%だった。「歴史的な建物や遺跡」が

41.5%と最多で、続いて「映画・アニメ映画」だった。 

l この 1 年間の文化芸術活動に何らかの形で参加した市民は 59.6%だった。具体的には、「地

域の芸能やお祭りへの参加」が 13.5%ともっとも多かった。 

l 知っている施設としては「伊都文化会館」が 81.7%と最多であった。習い事や集会等の参加の

ために使用した施設も「伊都文化会館」が 31.1%と最多だったが、コミュニティセンターも 30.2%

あった。 

l 糸島市内の歴史的・伝統的な文化財で、知っている文化財は、「芥屋の大門」が 68.4%、「櫻

井神社 本殿・拝殿・楼門」が 59.4%、「髙祖神社 本殿」が 38.9%となっている。 

l 文化という言葉のイメージは「歴史的な建物や遺産が保存されていること」が 72.3%と最多で、

「美術・音楽・演劇・ダンスなどの芸術のこと」は 44.1%にとどまった。 

l 糸島市での文化的な環境の満足度は、不満足層（「どちらかといえば満足していない」「満足

していない」の計）が 38.7%であり、満足層（「満足している」「どちらかといえば満足している」の

計）の 35.8%を上回った。また、「関心がない」と回答したのが全体の２割を占めた。 

l 一方、「文化的環境が地域への愛着や誇りとなる」という考え方について、肯定的意見（「そう

思う」と「どちらかといえばそう思う」の計）は 88.6%となった。 



l 文化芸術を活用した市の魅力向上や課題改善に期待することは、「地域資源を生かした観光

の振興」が 39.7%、「地域コミュニティの機能強化」が 37.1%、「生涯学習の推進」が 35.9%となっ

ている。 

l 市の文化的環境の充実のために重要なのは「ホール・劇場、美術館・博物館などの文化施設 

の充実」が 31.1%、「子どもが文化芸術に親しむ機会の充実」が 29.0%、「地域の芸能や祭りな

どの継承・保存」が 24.1%となっている。 

 

小学 5 年生へのアンケートの結果（概要） 

l この 1 年間の文化芸術活動に何らかの形で参加した児童は 56.7%だった。具体的には、「地

域芸能・祭り」が 26.5%ともっとも多く、続いて「音楽・舞台芸術の習い事」が 18.4%だった。 

l この 1 年間に直接鑑賞したことがある児童は全体の 58.5%だった。「映画・アニメ映画」が 35.3%

ともっとも多く、続いて「歴史的な建物や遺跡」が 24.0%、美術が 20.5%と続く。 

l 全体を比較すると、「伊都文化会館」「コミュニティセンター」が知名度のうえでも、実際の活動

で使用される場所としても一定程度の役割を果たしていることがわかる。 

l 情報入手方法は、「家族・友人・知人からの口コミ」が 45.7%、「学校からのお知らせ」が 45.3%と

なった。地域ごとの傾向を見ても概ね同様で、特に志摩エリアは上記の 2 点が突出して多か

った。 

l 糸島市での文化的な環境に満足度は、「満足している」「どちらかといえば満足している」の合

計が 77.1%であり、多くの児童は市の文化的環境に満足していると考えられる。一方、「関心が

ない」と回答したのが全体の 1 割を占めた。 

 

中学 2 年生・高校 1 年生へのアンケートの結果（概要） 

l この 1 年間の文化芸術活動に何らかの形で参加した生徒は 41.0%だった。具体的には、「地

域芸能・祭り」が 17.7%ともっとも多く、続いて「芸術作品制作」が 16.5%だった。 

l この 1 年間に文化芸術活動に参加した生徒は 51.4%だった。「映画・アニメ映画」が 42.7%と高

く、続いて「クラシック音楽」が 26.0%、「歴史的な建物や遺跡」が 22.9%だった。 

l 全体を比較すると、文化施設としては伊都文化会館の役割が大きく、また文化活動の鑑賞や

参加の観点では学校が大きな役割を果たしていることがわかる。 

l 糸島の文化的環境への満足度は、「満足している」「どちらかといえば満足している」の合計が

67.2%である一方、「関心がない」が 22.2%を占めている。 

l これから糸島が暮らし続けるうえでの文化的環境の重要度は、「重要」「どちらかといえば重要」

という回答が 71.1%を占めた。 

 



文化関係団体へのアンケートの結果（概要） 

l 構成員の年代は「70 代以上」が 53.7%と半数を超える高い数値を示した。次に「40〜50 代」、

「60代」が並び、「小学生以下」が続く。 

l 活動の規模については「大きくなっている」、「あまり変わらない」、「小さくなっている」どの回

答も 3 割程度と近い割合を示している。 

l 活動内容の変化は「向上している」が 50.0%と最も高く、次に「あまり変わらない」が 39.0%、「低

下している」が 9.8%となっている。活動の課題としては「新メンバーの確保」、「メンバーの高齢

化」などが高くなっており、団体の人員や年代に課題があると考えられる。 

l 市の魅力向上や課題改善に期待することは、「生涯学習の推進」が 58.5%と最も高く、続いて

「地域コミュニティの機能強化」が 45.1%、「高齢者の社会参加支援」が 42.7%と高くなっている 

l 糸島市の文化的環境に求めることは、「ホール・劇場、美術館・博物館などの文化施設の充

実」が最も高く、「文化芸術の創作や準備、活動ができる施設や情報の充実」、「子どもが文化

芸術に親しむ機会の充実」が次に高い。     

 

関係者へのヒアリングの結果（概要） 

◯糸島市での文化芸術活動に関する現状 

l 文化団体・文化活動の現状として指摘されたのは、糸島市内のサークルの一部しか文化協会

に加入していない点や、いとしま応援プラザがプラットフォームとしてコロナ禍を乗り越えた点、

大規模な文化施設がなくても文化活動が活発に行われている点などがあげられる。 

l クラフト活動については行政との連携が行われている。またいくつかの福祉施設では文化芸

術活動を積極的に取り入れている。コミュニティセンターでの文化活動、例えば手芸や障害

者の展示発表に触れる中で、優れた作品が多く見受けられたという声もある。 

l 一方、糸島でさまざまに行われている実践について糸島の中ではなく外から聞くという現状も

あるという指摘もあった。 

 

◯糸島市での文化芸術活動にみられる課題 

l 文化団体の高齢化・会員減少、拠点の少なさが課題であると語られた。 

l 芸術活動に関わる方々が個人的な活動を重視し、団体に所属することを避ける傾向があるよ

うだった。団体にこだわらず、個々の活動をサポートする方法を模索することが今後の課題で

あると指摘された。 

l 新しく流入してきた人々の文化や考え方と、既存の文化との間に違いがあるため、それらをど

う融合させるかが課題であると指摘された。 

l 糸島は外部から注目され、様々な活動が進んでいるが、地域住民がその活動にアクセスする

機会は十分ではないという意見があった。地域の豊かな生活文化が維持されているが、外部

の人々にはその豊かさが見えにくいとのこと。 



l 文化芸術は効果や結果を重視するだけでなく、過程や場づくりが重要であるが、その観点か

らの支援が十分ではないという指摘があった。短期的な効果や結果ばかり重視され、発展的

な過程や新たな活動の芽に対して予算をかけない傾向があるとのこと。 

 

◯糸島市での文化芸術活動に関する展望 

l 文化の担い手にとっての、参加することの喜びや支援の喜び、興味を持つきっかけづくり、日

常の再認識と新たな視点の獲得が重要であるという意見があった。情報提供やマッチングの

機会が増えるなどの機会も重要である。 

l 自治会世代に地域を新たな視点で見てもらいたいという声があった。外部から見える「パブリ

ック」ではなく、地域のプライベート空間での実践に光を当てることの重要性が指摘された。 

l 公的機関・制度の役割は、単に枠を作るだけでなく、実際にその中に血を通わせ、地域と密

に関わることであるという声があった。市民の自主的な行動を促進することで、より良い結果を

生み出せる。住民の活動はあくまでプロセスであり、行政の役割はそのプロセスを支えること

であると考えられる。 

l 人材育成の視点として、コーディネーターがいることで協力が生まれ、試験的に行動を起こす

ことで新たな可能性が見えてきた事例がある。さまざまな人が関わることで、緩やかなネットワ

ークが生まれる可能性が期待できるという声があった。 

l 大きなコミュニティと小さなコミュニティがうまく連携し、混ざりすぎないようにしながら、それぞ

れの役割を持つことが重要であるという声があった。文化会館が豪華にできても、住民との距

離がある限り効果は薄い。既存の施設をうまく利用していく。小さな拠点でのパーソナルな関

わりが地域の中で広がることが大切だという声があった。 

       

ワークショップ形式の調査結果（概要） 

l 「糸島の文化芸術を一緒に発掘！いとしま文化はっくつカイギ -1000 の文化を探し出せ-」と

題したイベントを糸島市内で 3 回開催し、市民のより多様な「文化」像を把握した。参加者が

「これは文化だ」「これは文化的だ」と思う事象を何でも良いので書き出してもらった。 

l 「文化芸術基本法」で提示されている文化芸術のジャンルに基づいて分類すると、「文化財」

にカテゴライズされたものが 31.9%、続いて「芸術」が 23.2%、「生活文化」が 20.5%あった。 

l よりカテゴリを細分化すると、もっとも多かったのが「食文化」（18.4%）で、その次に「その他の

文化財（文化的景観、風習などを含む）」（16.6%）であった。また、「あてはまらないもの」

（16.2%）では、非常に多種多様なものが「文化」として語られた（動物（ちょうちょ、渡り鳥、猫な

ど）、公共施設（糸島市図書館、小学校など）、商業施設、電車、歴史上の人物、幼稚園、ゲ

ストハウスなど）。 


